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■三角山放送局「月刊わっさむ」出演

札幌のコミュニティーＦＭ三角山放送局の月刊わっさむに

出演しました。

三角山放送局の杉澤さんは和寒町出身のかたで、毎月和寒

町の情報を発信できる番組を放送しています。

二人とも初めてのラジオ出演という事で緊張しましたが、

司会進行の加藤さんや編成制作の大野さんの助けもあり、自

分達なりの目線で見た和寒町の良いところをアピール出来た

と思います。（中野）
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★わっさむ担い隊活動ブログ★
http://wassamuninaitai.wordpress.
com/
※インターネットのブログで、わっさ

む担い隊の活動日誌を日々更新してい

ます。

★わっさむ.net★
http://wassamu.net
※和寒町の情報ポータルサイト「わっ

さむ.net」)をオープンしました。こ

のサイトでは、和寒町のイベントや観

光情報、特産物のＰＲや各種イベント

のインターネット中継など、様々な情

報を発信していきます。
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■詳しくは役場産業振興課担い手対策係（℡32-2423）まで

■フットパスコースの調査

フットパスとは森林や田園地帯、古い町並みなど風景を楽しみなが

ら歩くことで、日本各地で整備が進められています。和寒町でもすば

らしい景色がたくさんあるので、コースの調査をミズナラの巨木近辺

や塩狩周辺の道で始めました。（桐生）
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■町民文化祭に出展

昨年２回実施した担い隊の

写真展で展示した写真と新た

に数枚の写真を加え、町民文

化祭に展示しました。

素晴らしい作品の中に私達

の作品が並ぶのは申し訳ない

気持ちもしますが、たくさん

の方にお声をかけて頂き新た

な交流も出来ました。

（中野）
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一昨年８月に総務省の地域おこし協力隊事業を活用して、本町で活動している「わっさ

む担い隊」の活動内容を連載していきます。地域おこし協力隊事業は、人口減少や高齢化

等の進行が著しい地域において、地域外の人材を積極的に誘致し、その定住・定着を図る

ことで、地域力の維持・強化を図る取り組みです。

担い隊で栽培した大豆を収穫しました。

無農薬栽培だったため大変手がかかった大豆が収穫でき、手をかけ

ただけに虫食いもほとんどなく、まずまず良いものが作れました。

活性化センターハウス内で乾燥させ、から竿を使って脱穀しまし

た。から竿は慣れるまでに多少コツを要しますが、ほうきなどで叩く

のと比べると、原始的な方法ではありますが中々の効果を発揮しまし

た。

この大豆を有効活用していこうと考えています。（桐生）

■大豆収穫・脱穀作業


